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【短　　　報】

（Short　note）

宍道溺の湖岸におけるフナムシの分布
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Abs枕劉ct：〃81ααoτκαRoux1s　an　amph1b1ous　arthropod　abundant1y　mhab1tmg　sea－shores

of　Honshu，Sh1koku　and　Kyushu　m　Japan　Here　we　present　a　deta11ed　d1stnbut1on　map　of

the1sopodon1agoon－shoresofLakeShmj1komSh1manePrefectureAtota1of113areason
Lake　Shm〕1and　Ohash1R1ver　was　suIveyed　from　Ju1y　to　September　m1995The1sopod
was　found　m　the　most　areas　su耐eyed，whereas　absent　m　areas　at　the　westem　part　of　Lake

Shm］1where　m肌x　offresh　water　by　H11R1ver　dommated　Hence，sa1m1ty　ofwater1appmg
their　habitat　shou1dbe　a　p1ausib1e　factor　de1imiting　the　distribution　there．

Key　w⑪r固s＝hab1tat，〃8zoαo血co，sa1m1ty　to1erance

は　じ　め　に

　日本には4種のフナムシ属陸加が異所的に分布

している．すなわち本州・四国・九州・対馬にはフナ

ムシムαo此αRouxが，北海道にはキタフナムシム

α附鮒㈱Budde－Lund，南西諸島および小笠原諸島

からはそれぞれ，リュウキュウフナムシムワ〃砂〃一

θ朋8応Nunomuraと，オカサワラフナムシ。乙わo伽脱η818

Nunomuraが知られている（Nunomura，1983）これら

はいずれも，海岸の高潮線，およびそれより少し高

い場所の岩石の下割れ目，流木塵芥の溜まりなと

に生活する両生的な節足動物で，水際を遠く離れて

生息することは知られていない．しかし外国産の種

では，海岸域からほとんと淡水に近い河岸にまで広

く生息する種も知られている（ムo㏄肋物伽；Wi1－

son，1970）．

　このように本属は両生的であり，かつ生息環境が

多様なので，浸透圧調節の機構が注目されてきた．

等脚類のなかでも，フナムシ類の体液浸透圧は特に

高く海水とほほ等張であり，耐性上隈は海水浸透圧
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の1．5倍以上にある［凝固点降下度で＜一3．48℃，ム

ocθo〃たα　（Parry，1953）；＜　一3．25oC，　ム　occ〃θ棚α伽

（Wi1son，1970）】．これは本属の多くが濃縮された海

水に曝される機会の多い海岸に生息するためであろ

うと考えられている（武田，1982）一方，耐性下限

は種によって様々である　フナムシ類は環境浸透圧

に対応して体液を高張側にも低張側にも調節できる

（Wi1son，1970）．

　著者のひとり（津下）は1994年夏に，塩分濃度が

海水より著しく低いはずの宍道湖の湖岸でフナムシ

ムαo此oを発見し興味をもった．そこで，詳細な分

布調査を行ったので，その結果を報告する．

調査地域および方法

　島根県松江市とその近郊の宍道湖大橋川の湖岸

と川岸113箇所（図1），および中海湖岸19箇所を，

1995年7月から9月にわたり目視により調査した、

フナムシの個体を大（体長3cm以上），中（1－3cm），

小（1cm以下）の3サイスクラスに分け，各サイス毎

に観察されたおよその個体数（一：確認できず，十：

1～10個体，十十10～50個体，十十十50～100個体，十十十十

100個体以上）を記録した．調査は，暑い時にフナム

シが体温を下げるために岩やコンクリートの表面に

出てくること（蒸発冷却行動，武田，1982）を利用し
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図1．宍道湖・大橋川岸におけるフナムシの分布．㊧：50個体以上を目撃した調査地点，圃：1－50個体を目撃，

　□未確認　点線より上側は，本文中のr宍道湖西端部」を示す　西端部を除き調査地点番号は未確認地点
　だけを示した．鎖線は上田（1961）のフナムシ線．

醐g．L　A　dis航ibution　map　of〃8’乏ααo此αon　shores　of　Lake　Shinji　and　Ohashi　River．Number　of　individuaIs

　observed　in　each　station　for5min．，㊧：more　than　fifty，園：one　to　fifty，□：none．At　uppermost　part，innux　of

　Hii　River1ower　the　sa1inity　of　Lake　Shinji　water．



宍道湖の湖岸におけるフナムシの分布

て，主1こ午後（12－17時）に行い，1調査地点につき，

およそ5分間観察した．

調　査結果

　本調査により明らかになった宍道湖大橋川にお

けるフナムシの分布状況を図1に示す．なお，中海

湖岸では今回は系統的な調査を行わなかったが，ほ

ぼ全域で本種は普通に観察された．

　本調査の結果，宍道湖西端部ではフナムシを確認

できなかったが，中部から東部および大橋川では頻

繁に観察された．大橋川で確認できなかった地点の

一部（St．24，34，79，84；図1）はヨシ原であり，フナム

シの生息には適していない環境と思われる．それに

対し，大橋川のその他の未確認地点（S仁25，38，43，

80）は確認できた地点と景観上は区別できない．し

かし，これらの地点は隙間・割れ目のない護岸コン

クリートが長く続いている場所で隠れ場に乏しい環

境であった．

　宍道湖における本種の分布状況は，南岸と北岸で

若干異なっていた　すなわち，南岸ではほほ一様に

目撃され，確認できなかった調査地点はSt．96，97，

100（3／17：18％）だけであったのに対し，北岸では未

確認地点が多く（St．13，14，17，71，106，110，112，116，

117，119．121122124，125，129．15／38＝39％），フナム

シ個体群は分断されていた　斐伊川が流入する西端

部では一箇所（S仁10）を除き，全く確認できなかっ

た（10／11＝91％）．

　なお，佐陀川流入部（S仁67，68）も調査したが，好

適な生息環境がほとんどなく，フナムシは目撃され

なかった．

考　　　　察

　フナムシは北海遣を除く日本の海岸に広く分布す

る　このことは温度条件なとの気象要因が宍道湖に

おける分布を制限しているのではないことを示して

いる　また，餌条件なとの生物的要因も雑食である

本種に強くは作用しないと思われる．

　それらの要因と比べ，本種は淡水湖の湖岸からは

発見されていないので，湖岸を洗う水の塩分濃度は

重要な制限要因となり得るだろう　宍道湖の全平均

的な海水混合率は10～15％であるが（橋谷・他，

1989），その表層水塩分濃度の平均値は西端部で

2％。，中央部で3％。程度である（橋谷他，1991）こ

の差は小さいのかも知れないが，生物分布との関係

で無機的環境要因を論じる際には平均値よりも極値

の方が重要なことが多い　斐伊川の淡水流入量が増

大したとき宍道湖西端部湖岸は淡水で洗われること
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であろう　同じ理由で宍道湖の南岸と北岸でフナム

シの分布状況が若干異なることも説明できるかも知

れない　宍道湖南岸の流入河川は佐々布川，来待

川，玉湯川などに限られるのに対し，北岸の方には

流入小河川が多い（図1）．北岸のフナムシ未確認地

点，特に西側のそれらは，これら小河川の流入部付

近であった　これらの事実は宍道湖に生息するフナ

ムシ個体群が全体として，耐性限界に近い浸透圧環

境の下で生活していることを示唆している．

　歴史的には宍道湖の水質は大きく変化してきた

近年では大橋川の凌漢が1922年に行われ，かなりの

量の中海の汽水が宍道湖に流入するようになった

この結果，1935年には宍道湖湖水の塩分濃度が上

昇し，農地潅概に使用できなくなった経緯がある

（農水省中海干拓事務所，1989）一方，上田（1961）

は，1952年の調査の結果から，フナムシの分布西限

（フナムシ線）を大橋川中州の西端に描いている．こ

れらから推定するに，江戸時代後期の佐陀川開削

（1785－1832）により宍道湖に海水が流入するように

なって以来，ここに生息するフナムシ周辺個体群

は，宍道湖水の塩分濃度の歴史的変化に対応して，

分布域の拡大・縮小を繰り返しながら現在に至って

いるのであろうと思われる．
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